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連合に加盟しています。

道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。
この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村
をつくります。

一、人情といたわりの心を養い、福祉の村
をつくります。

一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

　～おじいちゃん、おばあちゃんと一緒にハイチーズ～　～おじいちゃん、おばあちゃんと一緒にハイチーズ～
　　ぬりえや歌、ゲームもしました！！　お昼は流しそうめんやかき氷で夏をいっぱい満喫！！

　　一日たっぷりみんなで楽しみました !!

デイサービス向上事業　学童保育とふれあい
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平成25年９月１日（２）



特別警報 が始まります
気象庁は、平成25年８月30日（金）０時から  重大な災害の起こるおそれが

著しく大きい場合に、特別警報を発表 します。特別警報が発表されたら、これまで

経験した事のない又は、数十年に一度しかないような危険な状況にありますので、ただちに

命を守る行動をとってください。

◆特別警報とは
警報の発表基準をはるかに超える現象に対して、特別警報を発表します。

例）「東日本大震災」における津波（2011年）
「平成23年台風第15号」による豪雨（2011年）
三宅島の噴火（2000年）

（３）

８
月
か
ら
赴
任
し
ま
し
た
千
々
輪
︵
ち
ぢ

わ
︶と
申
し
ま
す
。前
職
は
樹
脂
成
型
部
品
の

製
造
販
売
会
社
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
こ
こ

数
年
公
共
の
仕
事
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
こ

と
、
い
つ
か
は
夫
婦
で
山
里
に
移
住
し
自
然

の
中
で
子
育
て
が
し
た
か
っ
た
こ
と
、
道
志

村
は
仕
事
と
私
用
で
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、

清
ら
か
な
源
流
の
水
と
緑
の
山
が
近
く
、
良

い
印
象
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
協
力
隊
応
募

の
き
っ
か
け
で
す
。

妻
と
二
人
の
子
供︵
５
歳
、８
カ
月
︶と
一

緒
に
野
原
に
住
ん
で
い
ま
す
。皆
様
と
共
に
、

村
の
未
来
の
た
め
に
働
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
誠
心
誠
意
仕
事
に
取
り
組
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
メ
ン
バ
ー
で
す
！！

千々輪 岳史
（ちぢわ　たけし）

問い合せ先
気象庁甲府地方気象台

防災業務課
☎ 055－222－9101

道志村役場総務課防災担当
☎ 0554－52－2111

◆特別警報が発表されたら
避難所へ避難するか、すでに外出することが危険な場合
は、家の中で安全な場所に留まるなど、身を守るために
最善を尽くして下さい。

村では、「特別警報」が発表されましたら、ただちに
防災行政無線などを通じ、皆様にお知らせいたします。

特別警報が始まります（気象庁ホームページ）
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/tokubetsu‑keiho/index.html
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（５）

年に一度は必ず基本健診・がん検診を受けましょう。当日は必ず加入医療保険証の提示をお願い致しま
す。（医療保険証の提示がない場合、基本健診の受診が出来ない場合があります。）
社保（扶養者）の人が特定健診を受ける場合は、受診券がないと受けられません。健診日までに会社、又
は、保険者に相談し準備して下さい。

＊今年度についても、クーポン券対象者は自己負担について、クーポン券で無料となります。
国保特定健診クーポン対象者についてはクーポン券の発行はしませんが、受付で確認します。

＊申し込みは各自治会で健康づくり推進委員が８月下旬から家庭を訪問します。

申込期限９月５日（木）まで

＊自治会外は郵送します。直接役場に申し込んでください。（９月６日（金）まで）

●対象となる健康診断を確認しましょう。（年齢・健康保険証の種類によって日程・検査項目が異なり
ます。）詳細は配布のチラシで、確認してください。

春 受けなかった方は秋 健診で！！
年に一度は健診を受けましょう！！

健 診 日 対象年齢 受付時間 健  診 会  場

平成２５年１０月１１日
（金）

20～64歳
65歳以上

午前 8:00～

午後 13:30～

総合健診・高齢者健診

婦人科検診
善之木地区コミニティ
センター「いこい」 

平成２５年１０月３０日
（水）

20～64歳
65歳以上 午前 8:00～ 総合健診

水源の郷
やまゆりセンター

【健診日・会場】 （＊子宮がん検診は 3:00で終了します）

親子料理教室（道志中学校）

８月１９日（月）に中学校調理室で、親子料理教室を実施し
ました。今回の料理教室は、『夏野菜をおいしく食べよう』を
テーマに料理を作りました。小・中養護教諭、栄養士・食生活
改善推進員も子供たちと楽しく料理作りに頑張っていまし
た。５品を作り大変でしたが、中学生はなかなか手際がよく調
理を楽しみながら出来ていました。

メニュー
夏野菜のドライカレー・フライパンで簡単ナン・ビシソワーズ
（じゃがいもの冷製スープ）など
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障がいを持った方が安心して暮らせる地域社会へ
第１回 ～ 東部圏域自立支援協議会について ～

この協議会では、都留市・大月市・上野原市・道志村を１つのグループとし、障がいを持った
方が安心して暮らすことのできる地域社会の実現を目指して活動しています。

Q．どんな人が参加しているの？
A．市や村の職員、保健所、病院、支援学校、障がい福祉事業所、ハローワーク、社会福祉協議

会、その他関係者が参加しています。

Q．どんなことをしているの？
A．障がいを持った方が安心して暮らせる地域づくりを目指して、『部会』という専門的な話し
合いの場を作って、活動をしています。

どのようにしたら障がいのある方が、地域で暮らしていけるのか考える「地域移行推進部会」、
障がいのある方の勤め先や作業所内でのお仕事に関して考える「就労支援部会」、障がいのある児
童について考える「児童部会」の３つの部会があります。それぞれの部会の具体的内容について
は来月以降の広報に掲載します。
また年に１回、障がいに関わる内容や法律をテーマに講師をお呼びして、研修会を開いており

ます。研修会の内容・日程については広報等でお知らせしていきます。

お問合せ 道志村役場住民健康課住民福祉担当 ☎０５５４－５２－２１１３

皆さんは最近夜空を見上げたことがありますか。秋晴れ
の夕方、太陽が沈んでしばらくすると蒼色の宵空に、一つ、
また一つと星が姿を現わします。そして夜が更ける頃には
満天の星が天空を彩ります。大地から仰ぎ見る星たちの輝
きは、私たちが今、宇宙で生きていることを実感できる瞬
間でもあるのです。 
今年はハープ奏者 北政扶美子さんをゲストにお迎えして、ひとときの星空めぐりへ誘
います。美しい星空映像のコラボレーション、軽快なトークの世界をお楽しみください。

秋の五感の集い秋の五感の集い秋の五感の集い

お問合せ : 道志村教育委員会 社会教育係　☎ 52­1020

星空と音楽の夕べ

日   時：９月２８日（土）午後７時〜
場   所 ：やまゆりセンター
講   師：牛山　俊男（自然写真家）

北政扶美子（ハープ奏者）



（７）

・月始めには保険証の提出をお願いします。
・9月14日、24日はスタッフ不在のため休診となります

９／28
午前中のみ診察

９／16
敬老の日

９／５９／２ ９／３
午前：胃カメラ

９／27９／23
秋分の日

９／19９／17
午前：胃カメラ

10／4 10／5
午前中のみ診察

10／3９／30

９／18
研修のため休診

９／13

９／１ ９／６ ９／７
午前中のみ診察

９／４
研修のため休診

９／12９／８ ９／９ ９／14
休診

９／11
研修のため休診

９／10
午前：胃カメラ

９／15 ９／20 ９／21
午前中のみ診察

９／26９／22 ９／25
研修のため休診

９／24
休診

９／29 10／2
研修のため休診

10／1
午前：胃カメラ

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

９月の予定

診療所だより

今年度も半分が経過しました。まだ健康診断を受けていない人
は秋の住民健診や人間ドックを受けるようにしましょう。
今回と次回は健診を受ける必要性についてお伝えします。

特定健診  ：いわゆるメタボリックシンドロームなどの生活習慣病を調べ

ることです。高血圧、糖尿病、高脂血症が代表です。これらは痛かったり苦

しかったりする症状は全くないので調べなければわかりません。高血圧は

血圧測定、糖尿病と高脂血症は血液検査で調べることができます。いずれも

放置していると脳卒中や心臓病になる確率が何もない人に比べて４倍～

10倍高いと言われています。特に、脳卒中は日本人の死因３位から４位に低下しておりいわゆる

「ピンピンコロリ」にならず命は助かるが後遺症が残るというケースが多くなってきています。

後遺症が出てしまうと年齢にかかわらずその後の生活が大変になってしまうのは言うまでもな

いでしょう。

健診で異常を指摘された人も面倒くさがらずに医療機関に相談するようにしてください。

次号では癌検診についてお伝えします。

学生実習のお知らせ
９月５日・６日の２日間、自治医科大学医学部の学生が実習に来ます。診療所での
診察や往診を見学したりお手伝いしてもらったりします。来院する皆さんにはご協力
のほどを宜しくお願いいたします。
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道志小学校学 校 だ よ り 第68号

７月17日に「不審者対応防犯訓練」を実施しました。大
月警察署員1名と道志村駐在所の伊奈学さんに講師として
来ていただき、不審者に遭遇したときには防犯ベルを鳴ら
すこと、大声を上げて助けを呼ぶことなどを実際の訓練も
合わせながら教えていただきました。訓練の積み重ねはも
ちろん、自分の命は自分で守ることと一人では行動しない
こと、遅い時間に出歩かないなど、不審者に会わないため
の心がけが大切であることを学びました。

不審者対応防犯訓練をしました

夏休みが始まっての３
日間（7月23日～25日）に、
希望者による夏の学習会
を開きました。学習の基礎
基本の定着をねらいとし
て３日間で延べ230名もの
子どもが参加しました。ま
た、保護者の方にも2名に
御協力いただき、9:00～
12:00までの３時間を集中
して取り組む事が出来ま
した。
用意されていた問題集

がすぐに終わると、学年に
よっては工作なども行い、
とても成果があった学習
会になりました。

夏の学習会

7月23日に5・6年生を対象に2回目の間伐体験学習が行われまし
た。横浜市水道局の職員3名と林業を仕事としている方２名が講師と
なり、間伐を体験しました。

道志の自然を守ろう

道志小学校では、村の郷土芸能「東富士七里太鼓」の伝承活動が小学校６
年生の運動会の発表を通して引き継がれています。またその指導も、東富士
七里太鼓保存会の方が熱心に指導にあたっていただいています。今年度の６
年生はわずか11名で、数名の経験者を中心に、最初から曲の練習に入りまし
た。未経験者の児童も、経験者に引っ張られてどんどん習得していきました。
習得の早さを見て、今年は4曲の挑戦となりました。しかし、４曲をしっかり
仕上げるのは難しく、練習ではスクールバスの時間ぎりぎりまで厳しい指導
が続きました。９月21日の運動会に向けて、あと３回練習がありますが、「東
富士七里太鼓」の伝承活動と運動会の成功を願い子どもたちは、手にまめを
作りながら暑さの中がんばっています。

郷土芸能「東七里太鼓」の伝承活動

始めに林業を仕事にしている人
による間伐の実演を見学し、間伐
作業の大変さと難しさを知りまし
た。その後、３つの班に分かれ、実
際に間伐作業をし、間伐の必要性
を身を持って知りました。間伐が
森を守り、道志村と横浜市の水源
を守っていることを知るよい機会
となりました。
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◆
お
問
合
せ

道
志
村
社
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祉
協
議
会

☎
52
︲
２
０
７
２

■
平
成
25
年

日
本
赤
十
字
社
社
費
納
入
の
お
礼

赤
十
字
は
社
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
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災
害
救
護
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国
際
活
動
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救
急
法
等
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赤
十
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仕
団
活
動
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推
進
等
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し
て
お
り
ま
す
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（９）

■
耕
作
放
棄
地
の
活
用
を

お
考
え
の
方
へ

他
の
方
が
所
有
す
る
耕
作
放
棄
地
を
借

り
受
け
て
、
再
生
作
業
か
ら
作
付
け
の
開

始
ま
で
を
支
援
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
は
、
景
観
だ
け
で
な
く
病
害

虫
の
温
床
と
な
る
な
ど
、
周
辺
へ
悪
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

制
度
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
営
農

を
拡
大
し
ま
し
ょ
う
。

●
支
援
内
容

・
障
害
物
除
去
な
ど
再
生
作
業
に
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る
費

用
２
．５
万
円
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・
重
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等
を
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補
助
率
50
％

・
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ど
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壌
改
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苗
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用
 ２
．５
万
円
／
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・
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業
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備
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50
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申
込
み
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平
成
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年
９
月
30
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︵
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︶

※
耕
作
放
棄
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を
行
う
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に

ご
連
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下
さ
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※
土
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有
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る
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き
ま
せ
ん
。
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す
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詳
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だ
さ
い
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◆
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問
合
せ

産
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興
課

農
政
担
当
 
☎
52
︲
２
１
１
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９
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ぶ
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健
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く
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︶

10
時
～
14
時

場
所
 
善
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コ
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﹁
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﹂

講
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古
谷
け
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子
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養
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﹁
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﹂
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児
ボ
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。

◎
楽
し
く
親
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３
Ｂ
体
操
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日
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︶
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善
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木
コ
ミ
セ
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﹂

講
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森
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３
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操
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バ
ル
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＊
前
回
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好
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で
し
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親
子
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
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シ
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◆
お
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住
民
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健
師
︵
伯
耆
︶
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１
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き
感
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上
げ
ま
す
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今
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ご
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と
ご
協
力
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願
い
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ま
す
。

◆
お
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せ

住
民
健
康
課

住
民
福
祉
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52
︲
２
１
１
３

■
９
月
10
日
は﹁
屋
外
広
告
の
日
﹂
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で
は
、
９
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10
日
に
屋
外
広
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記
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協
力
し
て
﹁
屋
外
広
告
の
日
一

斉
活
動
﹂を
実
施
し
、制
度
の
PR
活
動
や
違

反
広
告
物
の
簡
易
除
却
を
行
い
ま
す
。
普

段
皆
さ
ん
が
屋
外
に
設
置
し
て
い
る
広
告

看
板
等
は
、
商
業
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

の
に
と
て
も
大
切
な
手
段
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
表
現
す
る
有
効
な
方
法
の
一
つ

で
す
が
、
無
秩
序
に
設
置
さ
れ
る
と
街
並

み
や
自
然
景
観
を
乱
す
原
因
と
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。美
し
い
県
土
づ
く
り
の
た
め
、

ル
ー
ル
に
沿
っ
た
良
好
な
屋
外
広
告
物
の

表
示
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
山
梨
県
の

H.P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

産
業
振
興
課

屋
外
広
告
物
担
当
 
☎
52
︲
２
１
１
４

子
育
て

福
　
祉

暮
ら
し
の
情
報

地　区　名 社費（円）
久　保（月夜野〜大室指）

長幡東（椿〜馬場）

長幡西（竹之木〜西和出村）

川原畑（谷相〜釜之木）

神　地（東神地〜上中山）

善之木（下善之木〜長又）

合　　計

69,000

48,000

71,000

72,000

69,000

112,000

441,000
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■
公
証
役
場
の
利
用
に
つ
い
て

あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る
為
、
国

の
機
関
で
あ
る
公
証
役
場
を
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

公
正
証
書
作
成
の
為
の
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
厳
守
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

大
月
公
証
役
場

公
証
人
 
青
木
 
惺

☎
０
５
５
４
︲
23
︲
１
４
５
２

■
９
月
の
﹁
歌
の
会
﹂
に
つ
い
て

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て﹁
歌
の
会
﹂を

開
催
し
て
い
す
。
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
聴
い

た
り
、
演
奏
に
合
わ
せ
て
昭
和
の
ヒ
ッ
ト

曲
や
童
謡
な
ど
心
懐
か
し
い
歌
を
唄
っ
た

り
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。

﹁
歌
の
会
﹂
日
程

◎
４
日
︵
水
︶、
９
日
︵
月
︶、
12
日
︵
木
︶、

13
日
︵
金
︶、
17
日
︵
火
︶、
18
日
︵
水
︶、

24
日
︵
火
︶、
26
日
︵
木
︶、
27
日
︵
金
︶、

30
日
︵
月
︶
 
毎
月
10
回

※
午
後
２
時
～
３
時
ま
で
実
施
 
 

場
所
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
お
問
合
せ

住
民
健
康
課

児
童
福
祉
担
当
 
☎
52
︲
２
１
１
３

■﹁
道
志
村
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

２
０
１
３
秋
﹂出
展
者
募
集
！

﹁
緑
と
清
流
と
歴
史
の
郷
﹂で
あ
る
こ
の

道
志
村
で
、
手
作
り
に
よ
り
生
ま
れ
た
多

く
の
ク
ラ
フ
ト
を
沢
山
の
人
に
触
れ
て
い

た
だ
き
、
作
り
手
と
使
い
手
の
交
流
の
場

を
設
け
る
と
共
に
、
地
域
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
開
催
い
た
し
ま
す
。
作
品
数
の

少
な
い
方
で
も
出
展
で
き
る
よ
う
、
共
同

出
展
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
い
た
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

日
時
 
10
月
12
日
︵
土
︶
13
日
︵
日
︶

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
 
道
の
駅
ど
う
し
 
芝
生
広
場

応
募
資
格

１
 
道
志
村
に
住
所
を
有
す
る
者
。
又
は

道
志
村
に
工
房
等
が
あ
り
主
に
道
志
村

で
ク
ラ
フ
ト
活
動
を
し
て
い
る
者
。

２
 
出
展
者
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で

あ
る
こ
と
。︵
仕
入
品
等
を
展
示
販
売
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。︶

３
 
主
催
者
の
指
示
に
従
い
、
秩
序
を
守

る
こ
と
。

出
展
料
 
１
区
画
 
２
，
０
０
０
円

︵
開
催
期
間
中
︶

※
共
同
出
展
ス
ペ
ー
ス
に
て
出
展
す
る
方

は
、
出
展
料
を
無
料
と
い
た
し
ま
す
。

出
展
場
所

道
の
駅
ど
う
し
 
芝
生
広
場

１
区
画
 
約
３
ｍ
×
３
ｍ

◆
申
込
・
お
問
合
せ

産
業
振
興
課

観
光
担
当
 
☎
52
︲
２
１
１
４

〆
切
 
平
成
25
年
９
月
13
日
︵
金
︶

■
県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場

﹁
ふ
れ
あ
い
広
場
﹂出
演
者
募
集

富
士
・
東
部
地
域
の
県
民
に
広
く
、
県

民
の
日
記
念
事
業
を
周
知
し
、
共
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
く
た
め
、
出
演
者
を
募
集

し
ま
す
。

日
時
 
10
月
12
日
︵
土
︶

９
時
～
15
時

場
所
 
富
士
山
ア
リ
ー
ナ

内
容
 
市
町
村
の
特
産
品
、
屋
台
、
文
化

活
動
の
発
表
等

募
集
内
容
 
県
内
に
在
住
す
る
団
体
・
グ

ル
ー
プ
。
プ
ロ
・
ア
マ
、
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
高
校
生
以
下
の
方
は
保
護

者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
カ

ラ
オ
ケ
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
、

運
営
上
の
支
障
と
な
る
発
表
は
除
き
ま

す
。
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

◆
申
込
先
﹁
県
民
の
日
富
士
吉
田
会
場
﹂

ふ
れ
あ
い
広
場
運
営
委
託
先

㈱
ア
ド
ブ
レ
ー
ン
社
 
企
画
制
作
局

☎
０
５
５
︲
２
３
１
︲
３
３
１
１

申
込
〆
切
 
９
月
６
日
︵
金
︶

◆
お
問
合
せ

県
企
画
県
民
部
 
県
民
生

活
・
男
女
参
画
課
 
県
民
生
活
安
全
担
当

☎
０
５
５
︲
２
２
３
︲
１
３
５
０

■
健
康
教
室
︵
ズ
ン
バ
︶
が

始
ま
り
ま
す

10
月
よ
り
毎
週
金
曜
日
に
、
や
ま
ゆ
り

セ
ン
タ
ー
で
全
12
回
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

講
師
と
し
て
浜
田
純
一
健
康
運
動
指
導

士
を
お
願
い
し
て
健
康
教
室︵
ズ
ン
バ
︶を

実
施
し
ま
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
で
爽
快

感
が
得
ら
れ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
解
消
と
、
ス
ト
レ
ス
解
消
こ
こ
ろ
の

健
康
を
目
的
に
計
画
致
し
ま
し
た
。
年
齢

を
問
わ
ず
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ

住
民
健
康
課
 

医
療
保
健
係
︵
出
羽
︶

☎
52
︲
２
１
１
３

暮
ら
し
の
情
報

イ
ベ
ン
ト

お 知 ら せくらしの情報 お 知 ら せお 知 ら せ

募
　
集

健
康
教
室
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８月１１日（日）道志小学校グラウンドで、道志村青少年健全育成対策会議による恒例の「青
少年ふれあいボール大会が開催されました。小・中学生を対象に地域の育成会別に18 チーム１
２８名の子供たちが参加して一生懸命がんばりました。
審判にご協力いただいた青春クラ

ブの皆さん、関係者の方々、暑い中あ
りがとうございました。
順位は次のとおりです。
優 勝 長幡東Ａチーム
第２位 川原畑Ｂチーム
第３位 神地Ａチーム

工作教室では折り紙建築とストローハウス
を作りました。ストローハウスは６チームに分
かれ、形の良さ、高さ、耐震を競い合いました。
山梨県建築士会青年部10名の講師の方々に教
えて頂き一生懸命取り組み、それぞれすばらし
い作品が出来上がりました。
科学教室では道志中学校理科教諭の藤原聡

先生から、ソーラークッカー作りを教わりまし
た。太陽熱を利用した美味しそうなゆで卵が
出来上がり、御満悦でした。楽しい夏休みの思
い出になったと思います。

第27回  青少年ふれあいゲートボール大会

あたるか！？

夏休み子ども教室

優勝！！
やったね！！

学童保育所とつぼみっこ
で、長又キャンプ場におじゃ
まして、１日ゆっくり水遊び!!
スイカ割りもしたよ!!

お兄ちゃん、すご～い!!
お姉ちゃん、すいかおいしい？^m^はなしてよぉ。いたたたた。。。

私たちもプール
入ってみたよ!!
こんなに大きく
なりました!!

割ったぞ!!どうだ!!
学童保育＆つぼみっこが一緒に

楽しみました!!

科学教室工作教室
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５月１日付け高齢者叙勲において、川原畑地区の佐藤福雄さんが
「端宝双光章」を受章し、皇居にて天皇陛下に拝謁の栄を受けました。
佐藤さんは、昭和32年から道志郵便局に勤務。局長として定年退職
する平成３年までの永きにわたり、村民に親しまれる郵便局づくりに
努めてきました。局長時代は地域の特定郵便局としての役割を果た
し、数多くの表彰を受けるなど地域郵便業務の発展に大きく寄与いた
しました。
また、戦時中は旧日本海軍に配属となり、原子爆弾投下直後の広島
において、被爆者の救助活動を行った経験もあります。これまでの幾
多の功績が認められ、今回の叙勲において瑞宝双光章の栄誉に輝きま
した。
受章おめでとうございます。

佐
藤
　
結
月

ゆ

づ

き

ち
ゃ
ん
（
谷
相
地
区
）

平
成
23
年
10
月
20
日
生

父
  大
輔
さ
ん
 
母
  さ
ゆ
り
さ
ん

慶

弔

お
誕
生
お
め
で
と
う
︵
出
生
︶

下
白
井
平
 
 水
越
 
大
翔
ひ

ろ

と

く
ん

︵
届
出
人
︶水
越
 
寛

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す︵
死
亡
︶

東
神
地
 
山
口
 
の
ぶ
さ
ん
 95
才

西
和
出
村
 
志
村
 
達
文
さ
ん
72
才

東
神
地
 
山
口
 
廣
美
さ
ん
50
才

︵
７
月
届
出
︶

瑞宝双光章受章

私
は
と
っ
て
も
♥

や
ん
ち
ゃ
だ
よ
!!

川原畑地区 佐藤  福雄さん 

上白井平地区
水越  稔子さん

今年は夕顔がき
れいに花を咲かせ
て数珠なりに実っ
ています。定番の
みそ汁おいしいで
すよね！！

ゆうごう


